
＊ 編 集 後 記 ＊

ＩＧＳ日本支部編集委員会(名簿)

ＩＧＳ日本支部会員現在数（2020年3月末現在）

個人会員 194名 学生会員 10名 特別会員 19社 合計 223名
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委 員 長 木幡 行宏 室蘭工業大学大学院工学研究科

幹 事 西村 淳 三井化学産資(株) 事業本部

幹 事 桝尾 孝之 太陽工業(株) 建設事業統括本部

委 員 内村 太郎 埼玉大学大学院理工学研究科

委 員 下田 宏冶 東洋紡(株) スパンボンド事業部

委 員 片山 隆 (株)クラレ 繊維資材事業部

委 員 小浪 岳治 岡三リビック(株)技術開発部

委 員 高橋 真一 (株)大林組技術研究所

委 員 土橋 和敬 前田工繊㈱ インフラ事業営業本部

委 員 原田 尚幸 (株)錢高組技術本部技術研究所

委 員 山中 光一 日本大学大学院理工学部

本号では、展望で日本遮水工協会会長の上田滋夫様に、廃棄物最終処分場でのジオシンセティック

スについてご執筆頂きました。従来は、主に遮水と保護の目的で使われていたのが、現在では、耐久

性に加えて分解、吸着、液状、通気、吸水など様々な機能も期待されるようになっていて、これから

の技術的なチャレンジの可能性を感じました。

新しい技術分野を創って育てるのには長い年月がかかりますが、これからも IGS 日本支部が、会員

の皆様の活動をサポートする役目を果たすことができれば幸いです。

末筆ながら、今号に原稿をご執筆いただいた皆様に、謝意を表します。

本号担当：内村太郎、桝尾孝之、木幡行宏
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